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広
報5．1 わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にIi

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての言

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま了
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまZ
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまr
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270－11義孫子市莪孫子185Ba0471(BS)1111
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一
こ
れ
ま
で
人
間
は
、
快
適
さ

や
便
利
さ
を
追
求
す
る
あ
ま
り

自
然
を
壊
し
、
他
の
生
物
を
犠

牲
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
自
分
た
ち
の
こ
と
だ
け
を
考

え
生
活
し
て
い
っ
て
、
未
来
が

あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

烏
を
考
え
る
こ
と
は
、
動
植

物
、
生
物
全
体
や
自
然
を
考
え

る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、

烏
を
通
し
て
人
間
を
考
え
る
こ

け一。一●一

活
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
一

烏
は
生 H

』

藻
蟹
罵
輔
溌

市
で
は
、
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
を
『
鳥
』
と
し
、
手
賀
沼
と
利
根
川
に
は
さ
ま
れ
た
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
で
、
烏
と
の
ふ
れ
あ
い
を
め
ざ
し
た
「
人
と
烏
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
野
鳥
の
宝
庫
で
あ
り
、
今
で
も
首
都
圏
釦
ず
圏
内
の
烏
の
オ
ア
シ
ス
で

あ
る
手
賀
沼
・
利
根
川
を
財
産
と
し
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指
針
で

す
。
今
号
で
は
、
こ
の
指
針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
で
す
。

高
度
成
長
期
手
賀
沼
の
汚
れ

と
と
も
に
、
身
近
に
い
た
何
種
類

か
の
烏
が
、
種
た
ち
の
前
か
ら
姿

を
消
し
ま
し
た
。
自
然
と
人
間
と

の
関
係
を
見
直
し
つ
つ
あ
る
今
、

戻
っ
て
き
た
鳥
も
あ
り
ま
す
。

烏
は
環
境
に
敏
感
で
す
。
今
の

自
然
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

か
、
環
境
を
測
る
人
工
的
な
数
値

よ
り
も
《
鳥
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
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市
長
煽
婚
捲
鬼

我
孫
子
の
自
然
を
代
表
す
る
手

賀
沼
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な

い
『
鳥
』
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
象

徴
的
シ
ン
ボ
ル
に
加
え
、
「
自
然

派
都
市
あ
び
こ
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

今
年
３
月
、
学
識
経
験
者
や
教

育
関
係
者
、
商
工
会
、
野
鳥
を
守

る
会
、
市
民
の
代
表
な
ど
に
よ
る

「
人
と
烏
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
計
画
策
定
懇
談
会
」
に
お
い
て
、

『
人
と
烏
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
指
針
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

指
針
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方

を
、
４
つ
の
柱
に
ま
と
め
ま
し
た
。

で
す
。た

く
さ
ん
の
鳥
が
生
活
し
て
一

い
れ
ば
、
人
間
に
と
っ
て
も
住
一

み
よ
い
環
境
で
す
。
鳥
は
私
た
一

ち
の
生
活
環
境
を
知
る
バ
ロ
メ
ー

ｌ
タ
ー
と
い
え
ま
す
。

瓢
世
紀
の
子
ど
も
達
へ
贈
る

豊
か
な
自
然
環
境
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
烏
を
位
澁
づ
け
、
自
然

と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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指
針
の
基
本

的
な
考
え
方

《
祷
溌
瀞
凄
遜
迩
篤
駁
指
針
」
を
策
定

勺

､

’
１
、
鳥
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
環

境
づ
く
り

人
と
烏
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
野
鳥
が

安
心
し
て
飛
来
し
生
息
で
き
る
、

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
な
ど
の
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

２
誇
鳥
と
人
が
と
も
に
楽
し
め
る

環
境
づ
く
り

手
賀
沼
な
ど
の
水
辺
か
ら
農
地

斜
面
緑
地
と
続
く
空
間
は
、
人
と

鳥
が
と
も
に
く
ら
し
の
営
み
を
行

う
中
間
地
帯
。
そ
の
生
態
系
を
活

か
し
た
施
設
整
備
や
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

３
，
人
が
快
適
に
鳥
と
と
も
に
く

ら
せ
る
環
境
づ
く
り

都
市
・
市
街
地
で
、
野
鳥
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に

庭
・
生
け
垣
・
屋
赦
林
・
公
園
・

街
路
樹
・
樹
林
な
ど
市
街
地
の
中

で
の
自
然
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

４
，
人
と
烏
が
共
存
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り烏

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
「
参
加

と
交
流
」
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

▼今後の事業施策例 ◎
我
孫
子
と
い
え
ば
手
賀
沼
手

賀
沼
と
い
え
ば
鳥

手
炎
沼
は
、
大
正
の
頃
ま
で
は

渡
り
鳥
の
宝
庫
で
、
ガ
ン
や
カ
モ

な
ど
で
空
が
覆
わ
れ
、
そ
の
数
は

「
束
葛
郡
誌
」
（
大
正
哩
年
）
に
よ
れ

ば
、
釦
万
羽
を
超
え
た
と
の
記
録

も
あ
り
ま
す
。

今
で
は
、
ガ
ン
・
カ
モ
を
「
ふ

る
さ
と
手
筑
沼
」
に
呼
び
戻
そ
う

と
、
そ
の
想
い
を
語
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

手
鏡
沼
は
、
渡
り
鳥
の
み
な
ら

ず
野
鳥
の
宝
庫
で
も
あ
り
、
現
在

で
も
、
年
間
を
通
し
て
１
０
０
種

類
の
野
鳥
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
鳥

な
の
か

、

《烏が安心してくらせる環境づくり》
＊自然環境調査を、今後も、定期的に継続して実施する。
*手賀沼のほとりに、「昔の手賀沼とその周辺」を再現するような「手賀沼生態
園」を設置し、自然にふれながら鳥や手賀沼について学習できる施設を設置す
る。

*手賀沼・古利根沼の水辺整備に際し、バード・サンクチュアリを入れた公園を

検討する。
L

」

◎
我
孫
子
と
い
え
ば
山
階
鳥
類
研

究
所
山
階
鳥
類
研
究
所
と
い
え

ば
烏市

が
、
『
烏
』
を
大
き
く
意
識

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和

や
ま
し
な

記
年
に
「
山
階
鳥
類
研
究
所
」
の

我
孫
子
市
へ
の
移
転
が
決
定
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
同
研
究

所
は
、
世
界
に
有
名
な
鳥
類
の
研

究
施
設
で
あ
り
、
烏
と
の
関
係
は

い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

◎
我
孫
子
と
い
え
ば
鳥
の
博
物
館

鳥
の
博
物
館
と
い
え
ば
鳥

烏
だ
け
を
扱
っ
た
博
物
館
は
、

日
本
で
初
め
て
で
あ
り
、
世
界
的

に
も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

烏
の
博
物
館
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
人
と
烏
の
共
存
を
め
ざ
し
て
」

0
、

《鳥と人がともに楽しめる環境づくり》
*秋に収穫した後の水田などを利用して､烏の餌場を確保する。
*市内の緑化の点からも、段階的にフラワーロードづ<I)を進める。
*野鳥観察舎を設置する。環境庁鳥類観察ステーションの調査地（1級）の指定を

受け、保謹鳥観察園などを設置する。
』

、

《人が快適に鳥とともにくらせる環境づくり》
＊庭に実のなる木を植樹してもらえるよう、「庭づくりガイド」を作成する。
また、公園の木や街路樹も実のなる木を選定する。

＊生け垣を作る家庭に、助成を行う。 I
一
，
’
ど
‐
多
‐
鯵
‐
像
・
綴
・
″
０
綴
．
，
●
‘
・
劃
・
罰
０
ｆ
■
２
１
■
Ｆ
ｂ
刀
ｂ
ｑ
と
■
Ｆ
０
Ｋ
Ｑ
毎
■
２
■
西
■
刀
ｈ
ｑ
産
■
グ
０
■
ｑ
圧
町
田
ｑ
Ｅ
ｑ
Ｅ
Ｉ
Ｉ
１
‐
‐
．
１
１
１
ジ
０
筐
・
誤
’
，
’
‘
．
，
’
″
‐
一

一

一
指
針
の
提
一
言
に
あ
た
っ
て

蕊

一
り
」
の
珠
玉
で
す
。
こ
う
し
た
、
「
ま
ち
づ
く
り
」

一
美
し
い
手
賀
沼
、
点
在
す
る
に
、
市
民
も
、
専
門
家
も
、
市

み
ど
り
の
森
を
核
と
し
た
鳥
と
当
局
も
職
極
的
に
参
加
し
て
ほ

共
存
で
き
る
喋
境
は
、
市
民
に
し
い
と
思
い
ま
す
。

は
、
平
成
４
年
に
開
催
さ
れ
た
地

球
サ
ミ
ッ
ト
で
、
地
球
環
境
問
題

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

は
も
と
よ
り
、
海
外
向
け
の
放
送

に
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
三
Ｉ
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

総
督
や
大
使
、
当
時
の
束
ド
イ
ツ

の
大
使
な
ど
も
訪
れ
、
我
孫
子
の

名
を
世
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

◎
我
孫
子
と
い
え
ば
鳥

以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、

や
は
り
、
我
孫
子
と
い
え
ば
烏
で

す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

「 、

《人と鳥が共存するまちづくりを進めるための仕組みづくり》
*鳥をシンボルにまちづくりを進めている自治体・国・関係機関と共催で、「鳥
を通して人間の未来を考えるサミット」を創設する。

*国の内外を問わず、鳥に関心のある自治体との友好関係をつ<l)、互いに情報
の交換・人の交流を進め、まちづくりに生かす。

*愛鳥都市宣言を行い、鳥をシンボルとしたまちづくりを、市内外にアピールす
る。

*環境庁が行っている「愛鳥モデル校」の指定を受けるとともに、小・中学生を
対象に「愛鳥クラブ」の設立を奨励する。

*国際鳥学会、日本鳥学会などの鳥に関する各種会議を招致し、「鳥の我孫子」
をPRするとともに、市民意識の醸成を図る。

*駅・駅前広場・公共施設などに、鳥のモニュメントや写真などを設置し、イメ
ージアップを図る。

*全国・世界に向けて鳥に関する情報が発信できるよう、鳥の博物館を充実させ

る。鳥をテーマとしたインターネットのホームページを開設する。

市
で
は
、
こ
の
指
針
を
受
け
て
、

市
民
と
協
力
し
て
、
左
表
の
よ
う

な
事
業
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

き
ら
に
、
市
内
の
小
・
中
学
校

の
校
歌
の
な
か
に
も
、
「
ヒ
バ
リ
」

「
ニ
オ
（
カ
イ
ツ
ブ
リ
）
」
な
ど

の
名
が
あ
り
、
昭
和
死
年
に
作
ら

れ
た
「
あ
び
こ
市
民
の
歌
」
の
な

か
に
も
、
「
コ
サ
ギ
」
、
「
ツ
グ

ミ
」
な
ど
が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
施

策
の
展
開I’ 』

島 共存すか人と る ま ち
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７
月
１
日
（
火
）
か
ら
天
王
台
駅

南
口
第
１
自
転
車
駐
車
場
が
有
料

化
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
通
勤
・
通
学
等
で

定
期
的
に
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る

方
は
、
放
識
自
転
車
を
無
く
す
た

め
に
も
、
自
転
車
駐
車
場
を
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

買
い
物
等
で
一
時
利
用
さ
れ
る

方
は
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
天
王
台

南
の
一
時
利
用
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利

用
に
な
る
と
便
利
で
す
。

▽
利
用
資
格
住
居
や
勤
務
先
が

天
王
台
駅
か
ら
５
０
０
ｍ
を
超
え

る
通
勤
・
通
学
な
ど
の
定
期
使
用

の
方

▼
申
請
書
配
付
場
所
及
び
申
請
受

け
付
け
期
間
施
設
の
管
理
棟
に

備
え
付
け
の
申
請
害
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
５
月
６
日
（
火
）
か
ら

お
日
（
金
）
ま
で
に
同
駐
車
場
内
管

理
棟
の
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ

戸~、

申
請
受
け
付
け
…
５
月
６
日
（
火
）
か
ら
陥
日
（
金
）
ま
で

ぽ

さ
い
。

▼
利
用
決
定
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。

な
お
、
決
定
者
に
は
、
６
月
上

旬
ま
で
に
納
入
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。

▼
定
期
駐
車
シ
ー
ル
の
交
付
納

入
通
知
書
が
届
い
た
利
用
者
は
、

郵
送
さ
れ
て
き
た
納
入
通
知
書
に

よ
り
、
各
金
融
機
関
で
使
用
料
を

納
付
し
、
６
月
虹
日
（
主
か
ら
訓

日
（
月
）
午
前
６
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
に
領
収
書
を
管
理
棟
に
持
参

し
、
定
期
駐
車
シ
ー
ル
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
概
要

◎
施
設
名
：
天
王
台
駅
南
口
第
１

自
転
車
駐
車
場
（
屋
根
な
し
屋
外

型
）

◎
収
容
台
数
・
・
・
自
転
車
６
０
０
台
、

原
付
バ
イ
ク
－
０
０
台

◎
使
用
料
…
自
転
車
２
７
９
０
円

原
付
バ
イ
ク
５
４
９
０
円
（
７
月

１
日
か
ら
平
成
加
年
３
月
誕
日
ま

で
の
料
金
）

▼天王台駅南口自転車駐車場

〃
よ
み
が
え
る
手
賀
沼
さ
わ
や
全
国
か
ら
５
３
４
２
人
の
ラ
ン
ナ

か
に
走
ろ
う
″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ｌ
が
手
賀
沼
湖
畔
を
走
り
、
た
い

第
３
回
「
手
環
沼
マ
ラ
ソ
ン
ｗ
」
へ
ん
な
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
ま
し

が
、
、
月
妬
日
（
且
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
、
ど
ん
な
〃
ド
ラ
ア

ま
す
。
が
待
ち
受
け
て
い
る
趣
今
か
ら

昨
年
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
皆
さ
ん
の
健
脚
ぶ
り
が
楽
し
み
で

の
ご
理
解
、
我
孫
子
警
察
署
・
多
す
。

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
当
日
は
、
コ
ー
ス
沿
道
や
周
辺

い
た
だ
き
、
大
成
功
を
納
め
る
こ
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
交
通
規

と
が
で
き
ま
し
た
。
制
等
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

同
マ
ラ
ソ
ン
は
、
〃
手
賀
沼
の
す
が
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お

浄
化
″
を
願
い
、
街
に
活
性
を
呼
願
い
し
ま
す
。

ぴ
起
こ
し
、
健
康
増
進
を
目
的
と
今
回
は
、
大
会
要
項
に
つ
い
て

し
て
行
わ
れ
『
第
２
回
大
会
は
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
管
理
人
勤
務
時
間
：
．
午
前
６
時

か
ら
、
時

▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
交

通
整
備
担
当
垂
（
理
１
１
１
１
内

線
３
３
０第

日
回
手
賀
沼
マ
号
吻
シ
澗
憾

Ⅷ
月
朋
日
Ｒ
日
〕
に
実
施
小
時
舌
ヨ

r

〃

、一ノ

驍
亥
僧
職
韻
鐘
耐
謁
習
急

▼
日
時
＊
講
義
・
・
・
６
月
９
日
か

ら
７
月
、
日
お
よ
び
四
日
の
加
日

間
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
蝿
且

＊
実
習
・
・
・
７
月
型
日
か
ら
８
月
８

日
ま
で
の
う
ち
連
続
し
て
５
日
間

（
月
曜
か
ら
金
蝿
且
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
９
時
訓
分
か
ら
午

後
３
時
訓
分

▼
場
所
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
）

▼
科
目
老
人
介
謹
科
（
基
礎
か

ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
程
度
）

▼
対
象
。
定
員
技
術
や
黄
格
を

身
に
つ
け
、
就
職
を
希
望
す
る
女

性
で
、
全
日
程
参
加
で
き
る
方

（
学
生
は
除
く
）
、
記
名
（
た
だ

し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
子
ど
も
同
伴
で
の
受
講
は
不
可

▼
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・

実
習
費
等
２
万
５
０
０
０
円
程
度

は
別
途
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
５

月
狸
日
（
月
）
・
週
日
（
火
）
両
日
と

も
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
訓
分

ま
で
に
、
本
人
が
印
艦
と
ハ
ガ
キ

を
持
参
の
う
え
、
県
女
性
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
霊
０
４
３
（
２
４
７
）

８
５
４
１
へ

▼
大
会
要
項
の
配
布
５
月
ｎ
日

（
月
）
か
ら

▼
申
し
込
み
受
け
付
け
６
月
猫

日
（
月
）
か
ら
７
月
誕
日
（
木
）

▼
大
会
要
項
の
請
求
返
信
用
封

筒
（
帥
円
切
手
貼
布
、
住
所
、
氏

名
を
明
記
）
を
同
封
し
《
〒
２
７

７
拍
市
柏
下
ね
柏
市
民
体
育
館
内

「
手
賀
沼
言
フ
ソ
ン
実
行
委
員
会

事
務
局
」
へ
郵
送

▼
問
い
合
わ
せ
手
壷
沼
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
事
務
局
壷
（
唾
８

３
４
５
、
ま
た
は
市
教
育
委
員
会

体
育
課
云
弱
）
１
１
５
１

|霊
建
設
省
で
は
、
河
川
を
や
さ
し

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
謹

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

癒
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
７
月
１
日
か
ら
平
成
加

年
６
月
鋤
日
ま
で

▼
対
象
河
川
利
根
川

▼
資
格
市
内
在
住
で
利
根
川
付

近
に
住
む
加
歳
以
上
の
方

▼
定
員
若
干
名

▼
謝
礼
実
費
程
度

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
遜

話
で
、
５
月
訓
日
（
金
）
ま
で
に
建

設
省
利
根
川
下
流
工
事
事
務
所
管

理
課
河
川
愛
謹
モ
ニ
タ
ー
担
当
係

壷
０
４
７
８
（
麺
）
６
３
６
８
へ

口

歯
科
疾
患
（
む
し
歯
・
歯
周
疾

患
）
の
予
防
の
正
し
い
知
識
を
広

く
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
歯
の
健
康
が
す
ぐ
れ
た
母
と
子
」

を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
対
象
平
成
８
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
９
年
３
月
錘
日
ま
で

、
／

河川愛

1菫
９
年
度
「
母
と
子
の
よ
い
歯
ヨ
ン
ク
ー
ル
を

＝ 夕
一
一

８
０
２
０
大
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

と
運
動
は
、
即
歳
に
な
っ
て
も

自
分
の
歯
を
和
本
保
つ
こ
と
を
目

標
に
、
歯
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。
こ
の
運
動
を
広
く
一
般

に
普
及
さ
せ
歯
科
疾
患
（
む
し

歯
・
歯
周
疾
患
）
の
予
防
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
作
文
、

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
優
秀
者
は
い
ず
れ
も
、
９
月
に

表
彰
し
ま
す
。

建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
見
や
提
案
を
、
７
月
末
日
ま
で
に

路
審
議
会
で
は
、
平
成
、
年
度
か
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
意
見
・
提

ら
始
ま
る
「
新
道
路
計
画
」
を
作
案
は
郵
送
の
ほ
か
、
フ
ァ
ク
ス
、

る
上
で
「
型
世
紀
の
み
ち
を
考
電
子
メ
ー
ル
で
も
お
受
け
し
ま
す
）

え
る
委
員
会
」
を
設
け
、
検
討
を
※
中
間
と
り
ま
と
め
の
請
求
等
、

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
渋
滞
の
詳
し
く
は
電
話
で
、
建
設
省
千
葉

緩
和
。
く
ら
し
と
道
の
か
か
わ
り
．
国
道
工
事
事
務
所
調
査
第
１
課
云

交
通
安
全
の
確
保
な
ど
を
重
点
テ
０
４
３
（
２
８
７
）
０
３
１
４

１
マ
に
基
本
的
な
考
え
方
を
「
中
ま
た
は
県
土
木
部
道
路
計
画
課
計

間
と
り
ま
と
め
」
と
し
て
作
成
し
画
班
云
０
４
３
（
２
２
３
）
３
２
９

ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
自
由
な
意
５
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ず
の
よ
い
歯
ヨ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

に
、
３
歳
児
歯
科
健
康
診
査
を
受
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度

診
し
た
幼
児
と
そ
の
母
親
（
歯
お
に
「
母
親
が
子
ど
も
の
歯
の
衛
生

よ
び
歯
肉
が
健
康
な
方
、
初
期
の
の
た
め
に
行
っ
た
体
験
記
」
を
ま

む
し
歯
で
も
治
療
済
み
の
方
）
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

▼
審
査
日
時
６
月
記
日
（
木
）
＊
を
明
記
し
、
５
月
訓
日
（
金
・
猫

受
付
・
・
午
前
９
時
＊
審
査
．
：
９
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北
台
１
の
哩

時
加
分
か
ら
の
巧
保
健
セ
ン
タ
ー
室
（
辺
１
１

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
４
３
１
へ
郵
送

あ
な
た
の
声
が

道
づ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す

（
直
匡
陶
吟
陰
雇
信
陸
脹
帽
睦
屋
医
睦
お
寄
せ
く
だ
さ
い
）

8020(ﾊﾁﾏﾙﾆｲﾏﾙ)鋤
自
由
な
意
見
・
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

:及作:鑑
◎
普
及
作
文

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
勤

で
加
歳
以
上
の
方

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
縦

書
き
の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

５
枚
以
内
に
作
文
、
題
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
峨
業
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
５
月
知
日

（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北

台
１
の
狸
の
猫
保
健
セ
ン
タ
ー
壷

（
師
）
１
１
３
１
へ

◎
普
及
標
語

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
標
語
（
１
枚
１
点
）
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
電
話

番
号
を
明
記
し
《
５
月
鋤
日
（
金
・

消
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北
台
１
の

狸
の
蝿
保
健
セ
ン
タ
ー
霊
（
趣
１

１
３
１
へ

戸

病原性大腸菌0-1駒

の感染予防について

暖
か
い
気
候
に
な
り
、
食
中
毒
部
ま
で
両
度
Ｃ
で
１
分
間
以
上

の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
加
熱
し
、
生
焼
け
に
十
分
注
意

昨
年
、
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
ｌ
ｌ
し
ま
し
ょ
う
。

５
７
に
よ
る
食
中
毒
が
、
抵
抗
力
③
食
品
は
、
衛
生
的
に
取
り
扱

の
弱
い
お
年
寄
り
や
子
ど
も
を
中
い
、
調
理
器
具
は
、
十
分
に
洗

心
に
広
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
注
浄
・
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

意
が
必
要
で
す
。
④
飲
料
水
奔
戸
水
篝
は
、

予
防
は
何
よ
り
も
、
手
洗
い
の
衛
生
的
に
管
理
し
、
生
水
の
飲

励
行
な
ど
、
自
分
で
気
を
つ
け
る
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

こ
と
が
大
切
で
す
。
⑤
下
痢
を
伴
う
症
状
が
あ
る
場

次
の
事
項
を
よ
く
守
っ
て
感
染
合
に
は
、
速
や
か
に
医
師
の
診

防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
調
理
前
・
食
事
前
・
用
便
後
な
▼
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所
壷

ど
は
、
必
ず
、
流
水
で
よ
く
手
を
（
師
）
１
２
５
５
、
ま
た
は
食
品

洗
い
ま
し
ょ
う
。

衛
生
県
民
ダ
イ
ヤ
ル
壷
０
４
３

②
加
熱
を
要
す
る
食
品
は
、
中
心
（
２
２
１
）
６
０
０
０

天
王
台
南
口
第
１
自
転
車
駐
車
場

（
有
料
）
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

天王台

（ 平成 9年 度）

固定資産税°都市

計画税の第1期納期

平
成
９
年
度
の
固
定
査
産
税
．
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
計
画
税
の
「
第
１
期
納
期
」
な
お
、
第
１
期
納
期
以
降
の

に
つ
い
て
は
、
評
価
替
え
や
地
方
固
定
査
産
税
・
都
市
計
画
税
の

税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
例
年
納
期
限
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

よ
り
１
か
月
遅
れ
の
５
月
超
日
て
い
ま
す
。

（
金
）
か
ら
６
月
２
日
（
月
）
ま
で
が
＊
第
２
期
…
７
月
誕
日
（
木
）

第
１
期
納
期
と
な
り
ま
す
。
＊
第
３
期
：
血
月
泌
日
（
木
）

期
限
内
に
納
付
を
一

＊
第
４
期
…
平
成
加
年
３
月
２

日
（
月
）

納
税
通
知
書
は
、
５
月
お
日
▼
問
い
合
わ
せ
課
税
課
税
政

（
木
）
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
間
係
壷
（
理
１
１
１
１
内
線
３
３

連
い
の
な
い
よ
う
納
期
内
で
の
納
８
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|s鋤日曜｡休日当番医
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
）

▼
内
容
妊
娠
中
の
生
活
、
妊
婦

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産
時
巧
分
か
ら
９
時
妬
分
受
付

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
▼
対
象
平
成
９
年
１
月
生
ま
れ

▼
日
時
５
月
嘔
日
（
金
）
午
後
０

時
妬
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
鋤

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。
▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約

こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る
帳
と
筆
記
用
具
は
毎
回

1健康ガイド保
健
セ
ン
タ
ー
で

似診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの健康保険証と診療賀

4

▼
持
参
２
日
…
バ
ス
タ
オ
ル
、

９
日
…
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
健
康
手

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
き
せ
る
た
め
に
、
父
親
・
母
親

の
役
割
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
５
月
１
日
、
８
日
い
ず

れ
も
木
咄
日
、
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
７
年
、
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
、
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

時
か
ら
２
時
受
付

▼
対
象
乳
幼
児
で
相
談
の
あ
る

方▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

到
・
中
学
生
の
予
防
接
種
は
、

、個
人
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い

小
・
中
学
生
の
予
防
接
種
は
、
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
内
に
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
方
は
、

平
成
８
年
度
か
ら
、
個
別
接
種
に
は
、
委
託
医
採
機
関
に
日
程
等
を
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
連
絡
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
さ
い
。

対
象
学
年
の
方
に
は
学
校
を
い
。
な
お
、
市
外
の
小
・
中
学
校
▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

通
じ
て
予
診
票
を
配
布
し
て
い
ま
に
通
学
し
て
い
る
方
、
対
象
年
齢
壷
（
理
１
１
３
１

▼予防接種の対象年齢

ユ
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
お
よ
び
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
、
麻
し
ん
、
三
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破

傷
風
）
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
お

よ
び
予
防
接
種
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
予
防
接
種
ノ
ー
ト
（
出
生
お

よ
び
対
象
と
な
る
転
入
者
に
は
各

翌
月
に
郵
送
）
を
ご
鎧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分
受
付
▼
対
象
平
成
６
年
９
月
生
ま
れ
▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

▼
日
時
５
月
加
日
灸
）
午
後
１
時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付
受
付
、
１
時
訓
分
か
ら
３
時
（
さ
ま
で
に
予
約

、

1

印
鑑

▼
愛
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
詔
日
（
金
）
午
前
９

時
受
付
、
９
時
帥
分
か
ら
正
午

▼
対
象
新
婚
家
庭
の
主
婦
、
妊

婦

’
あ
る
鵡
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童
▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保
▼
日
時
毎
月
第
１
・
第
４
月
曜

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診
健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導
日
、
午
後
２
時
か
ら
４
時

察
・
指
導
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所
秀
だ
し
、
祝
日
を
除
く
）

時
か
ら
２
時
い
、
歩
か
な
い
等
発
達
の
遅
れ
が

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の
心
配
な
乳
幼
児
（
０
歳
か
ら
２
歳
）

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
日
時
５
月
四
日
（
月
）
午
前
９
日
の
い
ず
れ
も
金
曜
日
、
６
日
、
医
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

（
必
要
時
）
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
保
健
指
導
係
へ
（
予
約
制
）
▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

時
訓
分
か
ら
午
後
４
時
談
に
応
じ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
堀

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、
託
医
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要

▼
日
時
５
月
２
日
、
逓
日
、
詔
談
に
応
じ
ま
す
秀
だ
し
、
専
門

55

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

火
峨
日
、
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
縮
神
病
、
精
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
貝
が
相’

田

親

琴
級

し
あ
わ
せ
学
級日

3日

4日

5日

11日

18日

25日

病°医院名

アビコ外科整形外科病院

我孫子聖仁会病院

我孫 子東邦病院

平 和台病院

耳鼻咽喉科飯田医院

アビコ外科整形外科病院

村山医院

我孫子東邦病院

佐藤内科医院

電話

84-7321

88-3111

82-8166

89-1111

83-3159

84-7321

82-5171

82-8166

88-0934

育
児
相
談

３
か
月
児
相
談

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

風
し
ん

ｎ
歳
か
ら
妬
歳
未
満
。
１
回
接
種

一
制
御
侭
却
部
糾
融
施
畷
繊
雑
種
雑
酎
塞
一

中
学
校
２
年
生

二
種
混
合

第
Ⅱ
期
鋸
ｎ
歳
か
ら
喝
歳
未
満
．
１
回
接
諏

小
学
校
６
年
生

日
本
脳
炎

第
Ⅱ
期
“
９
歳
か
ら
週
歳
未
満
．
１
回
接
秘

第
Ⅲ
期
恥
叫
歳
か
ら
珊
歳
未
満
．
１
回
接
種

中 小

宰己

校
４
年
生

校
３
年
生

予
防
接
種
の
種
類

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

予
診
票
配
布
学
年

夜間に急病のときは

言上醸丑(8ｱ)1141

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ポ
リ
オ
）
投
与

個別接種

日
本
脳
炎

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
Ｉ
期
初
回
（
２
回
）

及
び
Ｉ
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し
ん

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
種
後
に
１

回
接
種

三
種
混
合

一
》
婿
電
一

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
Ｉ
期
初
回
（
３
回
）

及
び
Ｉ
期
追
加
（
１
回
）
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を

接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
哩
月
か
ら
卯
月

緬
・
１
回
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
恋
の
結
果
、

陰
性
反
応
の
場
合
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
諏

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

ム
シ
歯
予
防
教
室

す
こ
や
か
栄
養
教
室

肩
こ
り

｡

腰
痛
教
室

乳
幼
児
発
達
相
談

療
育
相
談

栄
養
相
談

心
の
健
康
相
談

開
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
を

対
象
に
訪
問
歯
科
診
療
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
我
孫
子
市
歯
科
医
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

師
会
の
協
力
を
得
て
、
妬
歳
以
費
用
は
原
則
と
し
て
保
険
診
療

上
の
在
宅
寝
た
き
り
の
方
で
、
で
老
人
医
療
受
給
者
証
が
使
え

通
院
に
よ
る
歯
科
診
療
を
受
け
ま
す
。

る
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

義
歯
の
調
整
、
口
腔
内
洗
浄
等
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
（
理

の
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
１
３
１
へ

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
談



一 －

鐵 び
呂＝＝

＝ ,(4)
◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
墨
絵
Ｉ

墨
水
会
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展

示
し
ま
す

▼
作
品
。
作
者
黄
水
仙
（
８
号
）

：
・
佐
々
木
恵
子
（
湖
北
台
）
富

た
え

士
山
（
８
号
）
：
．
田
村
妙
（
中
峠
）

宿
場
の
旧
家
（
ｍ
号
）
：
由
中
聴

罎
君
（
並
木
）
ぼ
た
ん
（
８
号
）

馴
一
咋
麺
榔
菫
睡
塞
識
詐
職
雪
さ
蓉
リ

1997 5

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
、
集
ま
れ
。

▼
場
所
。
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
議
室
：
・
５
月
１
日
（
木
）
・
巧

日
（
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
…

５
月
８
日
（
木
）
・
狸
日
（
木
）

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）

・
・
・
５
月
９
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
鋤

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
加
分
ま
で
）

韻
市
民
図
書
館

⑬
湖
北
台
分
館

態
布
佐
分
館

⑬
移
動
図
醤
館

ミ
ニ
・
ギ
ャ
ラ
リ
！

お
は
な
し ’

一
図
書
館

だ
よ
り

壷
（
別
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

《
室一山

『

（
若
松
）

◎
布
佐
分
館
Ｉ
写
真
Ｉ

▼
作
品
旅
で
出
会
っ
た
木
々
た

ち
（
５
点
）

▼
作
者
横
谷
真
二
（
白
山
）

圏
展
示
期
間
５
月
型
日
（
水
）
か

ら
６
月
晦
日
（
日
）
ま
で

そよかせ号(:書館豊)S月の日程(蕊） 市民図薑館本館
5月の祝日開館日程
市民図書館本館は、次のとおり

祝日にも開館します。

惨市民図書館本館祝日開館日程
5月3日、4日

惨問い合わせ市民図書館本館窓
(84)1110

願｢肩 |ｽﾃｰｼｮﾝ名場所時間（午後）

|湖北湖北地区公民館1:20～1:50

1中峠中峠亀田谷公園2:10~2:40
1青山台|柴崎台4号公園3:00~4:00
1平和台|布佐南近隣センター|2:00~2:40
新木野|新木児童公園|3:00~4:00|
久寺家|久寺家あけぼの公園|2:00~2:45
つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

，|天王台東天王台東児童公園2:00～2:50
1天王台西浅野谷3号公園3:10~4:00
|白山|三洋電機社宅入口1:30~2:15
1並木|カクライ家具駐車場2:30~3:00
l台田|台田池尻公園3:20~4:00
1根戸|根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 裏3:00~4:001

’８
．
浬

■

木

９
．
羽

一

子
ど
も
ま
つ
り
は
、
遊
び
を
と

お
し
て
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
に

交
流
し
、
ふ
れ
あ
っ
て
い
く
お
ま

つ
り
で
す
。
今
年
も
、
、
月
弱
日

金

子
ど
も
ま
つ
り
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
を

作
っ
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す

14

曲’

診
篭
１
蕊
驍
灘

も
丞
迩
月
誕
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
夫

伽
叫
切
婦
と
も
に
健
在
な
方

聯棚
馴
燃
蝋
繍
磯
識

水

閲
・
湖

木

栃
・
釦

金

県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
ば
ウ
ィ

メ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
「
ジ
エ
ン
ダ
ー

で
読
む
ワ
タ
ン
を
と
り
ま
く
社
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
女
性
の
方
も
男

性
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
６
月
７
日
主
）
か
ら
７

月
詣
日
（
金
）
ま
で
（
全
哩
回
）

▼
場
所
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
柏

市
柏
の
葉
・
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民

プ
ラ
ザ
内
）

▼
内
容
夫
婦
別
姓
が
問
い
か
け

る
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
《
ン
ツ
プ
、

家
事
労
働
と
家
族
関
係
、
主
婦
の

ｒ

（
土
）
に
手
賓
沼
公
園
で
開
催
し
ま

す
が
、
今
回
、
ま
つ
り
の
中
の

「
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
」
を
作
っ
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ

て
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
お

も
し
ろ
い
遊
び
を
知
っ
て
い
る
方
、

お
子
さ
ん
も
大
歓
迎
。
参
加
希
望

の
方
を
対
象
に
説
明
会
を
開
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
説
明
会
日
時
５
月
聖
日
（
土
）

午
後
１
時
訓
分
か
ら
３
時
鋤
分

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
妬
）
１
１
５
１

県
女
膣
セ
ン
タ
ー
露
座

ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

就
労
と
性
別
役
割
分
業
、
学
校
で

つ
く
ら
れ
る
ジ
エ
ン
ダ
ー
、
メ
デ

ィ
ア
と
女
性
、
女
性
雑
誌
検
証
他

▼
対
象
。
定
員
県
内
在
住
・
在

勤
の
方
毒
各
回
先
蓋
釦
名

▼
参
加
愛
無
料

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
（
市
役
所
企
画
課
に

用
意
）
を
参
照
し
、
５
月
型
日

（
水
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
で
、
県
女
性
セ
ン
タ
ー
壷
（
迎

８
６
０
２
へ

布
佐
地
区
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
委
員
会
で
は
、
福
祉
に
関
す

る
催
し
「
笑
顔
で
活
力
あ
る
福
祉
」

を
開
催
し
ま
す
。
．

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
ｎ
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
４
時

▼
場
所
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＊
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い

て
」
パ
ネ
リ
ス
ト
：
．
平
和
台
病

院
院
長
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム
。

笑
顔
で
活
力
あ
る
福
祉

（ （受講者募集 ＊一

福
祉 カウンセリング。

▽イン侭離陣
潤
す
る
催
’
し
」

Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
０

つ

１
Ｊ
一

電
力
中
央
研
究
所
一
般
公
園

▼
日
時
５
月
お
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時
（
雨
天
実
施
）

▼
場
所
電
力
中
央
研
究
所
我
孫

子
研
究
所
（
入
場
無
料
）

▼
内
容
手
賀
沼
に
つ
い
て
の
誹

演
会
（
水
質
浄
化
、
手
寅
沼
の
今

と
昔
）
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ク

ラ
ス
の
地
謹
体
験
、
子
ど
も
科
学

教
室
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

ア
コ
モ
ー
ド
職
員
、
市
高
齢
者
福

祉
課
職
員
、
＊
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ

ー
ナ
ー
、
＊
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
参
加
愛
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
協
議

会
壷
（
錘
）
１
５
３
９

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
視
点
か

ら
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
５
月
か
ら
９
月
ま
で

の
主
に
鋪
２
．
４
水
咄
日
午
前

、
時
か
ら
正
午
（
全
８
回
）

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
参
加
費
１
０
０
０
円
（
査

料
代
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で
５
月
９
日
（
金
）
ま
で
に

湖
北
地
区
公
民
館
垂
（
配
）
４
４

３
３
へ

海上 自 衛隊

下総航空基地祭

催
し

。

▼
日
時
。
場
所
５
月
詣
日

（
且
午
前
９
時
か
ら
午
後
３

時
、
下
総
航
空
基
地
（
沼
南
町
）

▼
内
容
航
空
機
の
展
示
、
体

験
搭
乗
（
抽
選
）
ほ
か
（
雨
天

の
場
合
、
一
部
内
容
を
変
更
）

▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
下
総
教
育
航

空
群
広
報
室
壷
（
望
２
３
２
１

飛
行
実
験
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体

験
）
、
地
球
温
暖
化
研
究
、
電
気

自
動
車
・
ミ
ニ
自
動
車
試
乗
ほ
か

※
我
孫
子
駅
南
口
か
ら
送
迎
バ
ス

（
午
前
、
時
か
ら
巧
分
間
隔
）
を

運
行
し
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
電
力
中
央
研
究

所
事
務
部
壷
（
聖
１
１
８
１

◎
第
１
回
「
ア
フ
リ
カ
再
発
見
』

▼
日
時
５
月
８
日
（
木
）
午
後
３

時
か
ら
４
時
鋤
分
（
参
加
薮
無
料
）

▼
講
師
ム
バ
ユ
・
フ
エ
リ
ダ
ク

ス
（
カ
メ
ル
ー
ン
代
理
大
使
）

◎
第
２
回
「
ロ
シ
ア
再
発
見
」

▼
日
時
６
月
廻
日
（
木
）
午
後
２

時
鋤
分
か
ら
４
時
（
参
加
費
無
料
）

▼
講
師
イ
ー
ゴ
ル
・
カ
ザ
コ
フ

（
ロ
シ
ア
通
商
代
表
部
副
首
席
）

※
い
ず
れ
も
、
通
訳
が
付
き
ま
す

囮
場
所
中
央
学
院
大
学

圏
定
員
各
回
先
着
１
５
０
名

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

電
話
番
号
を
明
記
し
、
久
寺
家
４

５
１
中
央
学
院
大
学
教
員
室
垂

（
鈴
）
６
５
０
１
へ
（
た
だ
し
第
１

回
は
申
し
込
み
不
要
。
当
日
、
直

接
会
場
へ
）

■
１
劉
ｊ
■

世

花
の
下
お
客
ひ
と
り
の
繩
電
車
青
山
陽
子

か
げ
ろ
う

音
連
れ
て
陽
炎
よ
り
の
列
車
来
ぬ
泉
世
久
子

選
嘩
睦
牢
に
煮
妖
き
の
に
お
う
花
の
寺
吉
田
一
一
壷

ふ
さ
と
う

径
枝
折
戸
に
錠
か
け
て
あ
り
蕗
の
蕊
松
浦
白
梅

杲
た
ま
ご
つ
ち
育
て
い
る
子
や
菜
種
梅
雨
宮
腰
多
加
雄

一
陶
誇
」
繍
鯛
瀧
擁
雌
趨
鵬
蕊
千
瀞

一
圭
函
四
国
函
え
い
ご
う

会
わ
ず
永
劫
彗
星
ゆ
く
か
菜
種
梅
雨
三
谷
和
夫

》
，
、
。
天
空
に
白
く
浮
か
ん
で
こ
ぶ
し
咲
く
森
山
康
子

一
栂
坤
部
菜
種
梅
雨
過
ぎ
て
耕
地
の
活
気
満
つ
鈴
木
節
江

一
締
魂
椎
塔
二
つ
見
え
て
大
和
路
う
ら
ら
か
に
豊
島
春
太
楼

い
か
だ

》
蝿
》
》
一
一
吋
・
一
》
嘩
一
咋
一
醍
陸
詳
蝿
》
》
辱
蜘

〕
室
戸
一
号

一
る
１
ま
報
や
う
や
く
に
晴
れ
し
沼
の
辺
燗
漫
の
櫻
の
か
な
た
遠

一
可
詫
刺
咋
富
士
う
れ
し

茂
垣
英
夫

一
い
め
罐
繩
上
洲
と
信
洲
を
わ
か
つ
渋
峠
に
藻
と
し
て
立
つ
牧
水

一
《
》
》
》
》
岬
砕
蝿
却
諦
ぎ
た
る
花
び
ら
に
冷
め
た
き
雨
は
ひ

公
手
孝
嗣

新
藤
道
子

一
鐸
郎
鎚
先
木
蓮
の
白
き
が
う
か
ぶ
宵
闇
の
は
る
か
か
な
た
に
ヘ

ー
文
毎
回
募
ｌ
ル
ボ
ッ
プ
彗
漫
⑤
鈴
木
藤
枝

一
は
今
応
病
癒
え
て
師
は
濃
紫
な
る
衣
を
召
さ
れ
友
と
旅
す
を

果
せ
ず
逝
き
ぬ

小
林
光
江

選
リ
サ
イ
ク
ル
の
自
転
車
夫
は
み
が
き
呉
れ
春
の
町
ゆ

太
く
ベ
タ
ル
も
軽
し

村
上
道
代

寛
作
陶
に
意
慾
を
燃
や
す
識
寒
は
琵
寿
を
迎
へ
ぬ
額
も

歌
本
し
蟇
森
直
江

一
短
山
友
逝
き
て
か
た
み
に
な
り
し
薄
紅
の
す
が
た
い
じ
ら

し
か
へ
り
花
咲
く

正
来
愛
子

春
の
ひ
か
り
未
だ
乏
し
き
庭
な
れ
ば
あ
ら
く
さ
抜
く

を
し
ば
し
た
め
ら
ふ

加
藤
嘉
苗

一
⑦
③
⑤
眉
⑳
③
⑪
②
⑪

Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ

▼
有
料
で
＊
グ
リ
ル
付
ガ
ス
テ

ー
ブ
ル
〈
中
村
毒
（
翌
９
９
８
６
〉

▼
申
し
込
み
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
蕊
コ
ー
ナ
ー
掲
載
は
、
商

工
観
光
課
消
費
指
導
係
で
電
話

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
．
ｉ
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
、
電
気
製
品
、
子
ど
も
用
品

学
習
用
品
、
自
転
車
な
ど
主
に
日

用
雑
貨
等
の
耐
久
消
費
財
と
し
ま

す
。
衣
類
自
動
車
、
生
き
物
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
消

費
指
導
係
霊
孟
）
１
１
１
１
内
線

３
２
９

－

、－

｜〃

'

‐－－－、

－

ひ

ろ

’
1ば 篭

一一

市

例 蕊
民
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〉
獅
繩
鯏
一

４
月
９
日
（
水
）
、
中
峠
排
水
路

浄
水
施
設
の
通
水
式
が
、
福
嶋
市

長
、
エ
事
に
協
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

地
元
自
治
会
役
員
な
ど
約
加
名
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。

こ
の
浄
化
施
設
は
、
高
知
県
の

四
万
十
川
で
導
入
さ
れ
水
質
浄
化

古
利
根
沼
の
水
質
浄
化

中
峠
排
水
路
浄
永
施

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
市
史
研

究
識
座
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
縦
座
で
は
、
近
世
か
ら

近
代
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
四
世
紀

の
１
０
０
年
間
を
取
り
上
げ
、
我

孫
子
市
史
の
特
殊
具
体
像
を
学
習

し
ま
す
。

わ
が
ま
ち
、
我
孫
子
の
歴
史
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
過
日
か
ら
平
成
加

年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
３
日
咄
日
、

い
ず
れ
も
午
前
、
時
か
ら
正
午

※
７
月
は
週
日
に
開
識

▼
場
所
教
育
委
員
会

▼
学
習
方
法
文
書
史
料
の
紹
介

市
史
研
寅
講
座
。
民
浴
文
化
財
講
座

市
史
研

究
講
座

｜
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
〒
１
１

〆~、

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

4

に
効
果
が
高
い
と
さ
れ
る
生
活

排
水
浄
化
施
設
で
、
古
利
根
沼ね

に
流
入
す
る
中
峠
排
水
路
、
根

ご
や

古
屋
処
理
場
か
ら
の
水
を
浄
化

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

二
つ
の
排
水
路
に
は
、
お
も

に
中
峠
地
区
の
家
庭
か
ら
出
る

生
活
雑
排
水
が
流
れ
、
古
利
根

沼
の
水
質
汚
濁
の
原
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

同
浄
化
施
設
は
、
排
水
路
を

流
れ
る
水
の
汚
れ
を
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値

（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

で
卯
％
以
上
除
去
で
き
る
と
さ

れ
、
昨
年
か
ら
の
試
験
通
水
で

は
、
目
標
値
を
上
回
る
数
値
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
テ
キ
ス
ト
を
用
い
な
が
ら
、
識

義
・
読
書
会
を
行
い
ま
す

▽
講
師
齊
藤
博
（
市
史
編
集
委

員
）▼

定
員
先
着
釦
名

▼
参
加
蜜
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室

壷
（
妬
）
１
１
５
１
へ

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
民
俗

文
化
財
誹
座
を
、
今
年
も
開
催
し

ま
す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
下
表
参
照

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１
時
訓

分
か
ら
３
時

鍛
民
俗
文
化

財
講
座

の
た
め
に

設
が
完
成

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
定
員
先
着
訓
名

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室

云
（
顕
）
１
１
５
１
へ

▼民俗文化財講座内容・日程

磯
需
側
瑠
聯
瑠
州
鍋
謝
を
刊
行

戦
争
の
体
験
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
に

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
市
史

資
料
・
近
現
代
篇
別
冊
、
「
戦

争
・
我
孫
子
の
証
言
」
（
Ａ
４

判
ね
ペ
ー
ジ
・
写
真
上
〉
を
刊

行
し
ま
し
た
。

こ
の
査
料
は
一
昨
年
、
第
二

－1－

し
あ
び

や÷ﾛや剣

..÷、

＃
＆

幸 や ÷ 幸 幸 ÷ ÷ や 壬 1P｡催馨 や…P

次
世
界
大
戦
終
結
帥
年
を
機
に
開

催
し
た
企
画
展
「
戦
争
・
我
孫
子

の
証
言
」
の
図
録
で
す
。

昭
和
６
年
の
満
州
事
変
か
ら
始

ま
っ
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、

多
く
の
尊
い
命
を
犠
牲
に
し
て
昭

県
民
働
日

施
設
見
学

千
葉
県
で
は
、
県
民
の
日
に
ち

な
ん
で
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を

行
い
ま
す
。
ご
家
族
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
６
月
皿
日
王
）
午
前
８

時
鋤
分
我
孫
子
市
役
所
本
庁
前
集

合
、
午
後
４
時
妬
分
解
散
（
予
定
）

ｆ
＃
…
…
＆

し
布
佐
国
民
学
校
（
当
時
）
に
市

お
け
る
軍
事
教
練
１

こ
あ
れ
こ

第10回
▽

γ
＆

;回ピーコツサート
＃

：土曜の午後のひとときを
＋
サ 音楽とともに
；
品

I

参
加

1

…
Ｉ
肥

者

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
住

バ
ス
ツ
ア
ー
復
菫
に
申
込
着
責
の
健
所

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
我
孫

▼
行
き
先
幕
張
メ
ッ
セ
（
県
民
子
市
役
所
前
集
合
と
明
記
し
毒
返

の
日
中
央
行
事
見
学
）
、
房
総
の
信
用
に
自
分
の
住
所
、
氏
名
を
記

む
ら
（
栄
町
）
入
の
う
え
５
月
四
日
（
月
・
必
着
）

▼
対
象
・
定
員
市
内
に
お
住
ま
ま
で
に
〒
２
７
１
松
戸
市
小
根
本

い
の
小
学
校
６
年
生
以
下
の
お
子
７
束
葛
飾
支
庁
県
民
セ
ン
タ
ー

さ
ん
と
そ
の
保
謹
者
、
釦
名
（
応
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
」
係

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
壷
０
４
７
（
３
６
５
）
３
０
０
８
へ

I

弓

毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
時
訓
分
開
演
（
入
場
無
料
）
》や

市
民
プ
ラ
ザ
召
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

幸

ト
」
も
、
今
回
で
、
回
目
。
▼
出
演
・
演
奏
曲
目
＊
山
下
一

ひ
ぱ
幸

ら
ろ

市
内
の
若
手
音
楽
家
に
よ
る
、
良
流
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
…
雲
・
》

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
．
雀
の
歌
は
高
ら
か
に
、
ほ
か
》

ン
サ
ー
ト
で
す
。
＊
フ
ル
ー
ト
・
バ
イ
オ
リ
ン
・
》

こ
れ
か
ら
も
若
い
才
能
を
支
援
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
プ
）

す
る
と
と
も
に
、
土
峨
の
午
後
の
リ
モ
ー
ラ
」
…
サ
ウ
ン
ド
・
オ
》

ひ
と
と
き
を
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
メ
ド
レ
》や

気
の
中
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
－
ほ
か

や

ぜ
ひ
一
」
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
》や

▼
日
時
５
月
、
日
（
土
）
午
後
５
垂
（
理
２
１
１
１

や

§
＃
＃
ｆ
…
§
…
ｆ
§
§
…
＃
＃
§
…
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
…
§
§
＃
＃
…
…
§
§
§
蜂

ｒ
皇
畏
夢
．
韮
準
之

和
加
年
に
終
結
。
戦
後
、
日
本

は
豊
か
な
国
に
な
り
ま
し
た
が
、

同
時
に
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
は

薄
れ
、
今
や
人
口
の
３
分
の
２

が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で
す
。

同
査
料
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
愛
重
な
写
真
や
資

料
を
紹
介
。
戦
争
当
時
の
我
孫

子
市
民
の
生
活
や
戦
争
体
験
が
、

生
々
し
く
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
た

め
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
定
価
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室
壷
（
理
１
１
５

１

募
集
募 ｖ

９
Ｔ
６
ザ
ム
ｏ
Ｑ
Ｔ
０
了
晶
り
０
丁
§
ず
６
弾
間
エ
下
且
可
虚
Ｔ
ｏ
Ｔ
６
帝
６
密
ｖ
０
Ｔ
９
Ｔ
０
Ｔ
０
Ｔ
０
Ｔ
Ａ
Ｔ
０
Ｔ
Ｑ
で
ふ
り
且
Ｔ
４
２
羊

刺
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
｝
ｌ
’

集

▲

▼
持
参
昼
食

▼
参
加
壷
無
料

大
利
根
橋
近
く
の
国
道
６
号

線
北
側
に
位
置
す
る
利
根
排
水

機
場
で
ポ
ン
プ
の
取
り
替
え
工

事
が
完
了
し
、
３
月
型
日
（
金
）

に
試
運
転
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

利
根
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
は
、

昭
和
虹
年
に
設
置
さ
れ
、
老
朽

台
風
な
ど
に
よ
る
水
害
防
止
の
た
め
に

利
根
排
水
機
湯
に
澗
紗
墾
辮
鋤

_』聾,鴎一言-画
び

こ
運転

あ
れ

9

化
が
進
み
処
理
能
力
が
低
下
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
取
り
替
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。

２
号
・
３
号
・
４
号
排
水
路

か
ら
の
水
を
利
根
川
に
排
水
す

る
同
排
水
機
場
は
、
国
道
６
号

線
北
側
に
広
が
る
田
中
遊
水
池

（
北
新
田
を
含
む
１
２
０
０
蓮

の
農
地
を
水
害
か
ら
守
る
た
め

に
設
け
ら
れ
、
つ
く
し
野
、
並

木
、
泉
、
天
王
台
な
ど
の
地
域

か
ら
の
排
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

今
回
設
遥
さ
れ
た
ポ
ン
プ
は
、

毎
秒
超
ト
ン
の
排
水
能
力
が
あ

り
、
集
中
豪
雨
や
台
風
等
に
よ

る
水
害
防
止
に
威
力
を
発
揮
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
海
外
に
お

け
る
救
援
・
救
助
活
動
国
内
で

は
災
害
援
謹
活
動
、
献
血
な
ど
の

事
業
を
種
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
た
め
の
査
金

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
に
よ
り

支
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
赤
十
字

社
で
は
５
月
・
６
月
を
赤
十
字
運

動
月
間
と
し
、
赤
十
字
を
財
政
的

我
孫
子
郵
便
局
で
は
、
法
律
・

税
金
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ｓ
ｏ
ｓ
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

翰謡尋郵團局

移動掴設富
こ

れ’

無料法律。税務相談
T

Ｉ
Ｉ
Ｌ
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
‐
‐
一

◎
法
律
相
談
（
担
当
…
弁
誰
士
）

▼
相
談
内
容
相
続
、
贈
与
、
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
法
律
問
題

◎
税
務
相
談
（
担
当
・
・
・
税
理
士
）

▼
相
談
内
容
相
続
・
岫
与
に
伴

う
税
金
、
そ
の
他
税
務
全
般

囹
日
時
５
月
９
日
（
金
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

園
場
所
我
孫
子
郵
便
局

圏
定
員
い
ず
れ
も
先
着
６
名

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
砿

話
で
５
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
我
孫

子
郵
便
局
貯
金
課
垂
範
）
０
０
０

１
へ

に
支
援
し
て
い
た
だ
く
赤
十
字
社

員
の
増
強
を
図
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
我
孫
子
市
で
は
、
同
運
動

期
間
に
１
３
１
５
万
５
５
０
３
円

の
寄
付
と
、
９
６
８
２
人
の
社
員

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
赤
十
字
運
動
に
一
屑

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課

辮
珈
髄
聯
繩
細
勤
秒
、
唾
表
彰
者
決
ま
る

硴
零
電
崎
軒
肌
手
賀
沼
公
園
内
に

第
ｎ
回
花
垣
コ
ン
ク
ー
ル
・

第
９
回
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
会
が
３
月
聖
日
（
月
）
に

行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
表
彰
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

花
域
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
市
長

賞
に
輝
い
た
大
武
さ
ん
の
作
品

運
動

「
く
ら
し
に
生
か
そ
う
平
和
憲

法
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
５
月
３

日
に
行
っ
て
い
る
恋
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
は
、
今
年
で
超
回
目
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所
５
月
３
日
（
祝
）

午
後
１
時
釦
分
、
市
民
会
館

▼
内
容
講
演
「
今
後
の
社
会
保

障
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
考
え
た
ら
よ

い
の
か
年
金
、
介
謹
、
医
療
は
」

き
よ
う
ご
く
た
か
の
ぷ

講
師
…
京
極
高
宣
（
日
本
社
会
事

業
大
学
学
長
）

▼
参
加
黄
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
憲
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
事
務
局

霊
（
題
１
１
１
１
内
線
５
１
９

は
、
手
賀
沼
公
園
内
に
造
ら
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
第
湘
回
花
璽
コ
ン
ク
ー
ル

＊
優
秀
賞
…
湖
北
台
西
小
学
校
、

湖
北
台
中
学
校
、
つ
く
し
野
東
自

治
会

＊
優
良
賞
・
・
湖
北
小
学
校
、
湖
北

よ
し
え

中
学
校
、
藤
原
芳
栄
（
湖
北
台
）

＊
努
力
賞
…
我
孫
子
第
二
小
学
校
、

布
佐
中
学
校
、
合
田
町
会

＊
緑
化
推
進
協
力
会
会
長
賞
：
並

木
小
学
校
、
つ
く
し
野
北
自
治
会

◎
第
９
回
花
唾
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

幻
打
た
け
の
り
ご

＊
市
長
賞
…
大
武
典
子
（
湖
北
台
）あ

い

＊
緑
化
推
進
協
力
会
会
長
賞
：
．
相

磨
け
い
こ

田
恵
子
（
根
一
己

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

憲法を考える

｜
’

市民の集
－

日程

5月9日（金）

5月23日（金）

6月6日(金）

6月20日（金）

7月4日（金）
7月18日(金）

内 容

遠野物語の世界①
遠野物語の世界②

蛇の話

(続)相馬霊場について①
(続)相馬霊場について②

(続)相馬霊場について③

講師

井上正敏

関忠夫
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修日時5月25日(日)午後1時30

分開場、2時開演

し場所市民会館

し曲目ドヴオルザーク交響曲

第9番「新世界より」ほか
はやしのりと

し指揮林紀人

シ入場料1000円（全席自由）

し入場券販売所市民会館内売店

ひろがりほか

し問い合わせ竹内容(88)0473

P

’
に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号、弓道教室を明記し、5月12

国回国回 し日時5月16日(金)午前10時か

ら正午（参加費無料）

し場所さわやかちば県民プラザ

し講師松本輝夫（ラボ国際交流

センター理事）

惨定員50名

※幼児はお預かりします

し申し込み・問い合わせ電話で

鈴木壷(83)9886へ

国 劉国国

｜侵問い合わせ中央公民館壷(82）話番号を明記し、5月12日（月．

’
00円）も駐車場料金が有料となります。

0515消印有効）までに湖北台7の20の 惨説明会5月4日(日)午前9時し駐車場料金30分毎…200円

修日時5月18日(日)午後2時か

ら4時（入場無料）

惨場所市民会館

し内容沼の現状と再生について

傍講師星野七郎（手賀沼土地改

良区前理事・湖北座会前会長）

い問い合わせ兵藤盃(82)7211

◎子どもクッキング（きのこの．

コツト・オレンジのサラダ）

陰日時5月10日(土)、式典…午

戸定員 先 着 2 5 名い内容さわやかミニコンサート、

’
ら3時⑧毎凋金曜日（5月9日かし場所布佐中学校体育館

’参加費500円（材料代含む）稚魚の放流、小魚のつかみどり、 ら 開 講 ） 午 後7時から8時30分巳問い合わせ同実行委員会事務

し曰時5月14日(水)午後2時か

ら4時（以降、6回開催予定）

屋場所めばえ幼稚園

し内容講座r子どもの生活を考

える」講師･･･井上圭司（同園理事

長）、分科会「保育者の実践報告」

し参加費1回500円（資料代等）

※幼児はお預かりします

少申し込み・問い合わせ電話ま

だはファクスでめばえ幼稚園壷

(84)1313MX(84)9696'R

朕曰時5月10日(土)午前g時30

分から11時30分（参加費無料）

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

蝿
鰯
５
月
鰯
溺

(88)4433

圓 哩回国
部

し入場料1500円

い 問 い 合 わ せ 我 孫 子ロータリー

し曰時5月25日(日)午前9時受クラブ事務局壷(33)4575

付、9時30分試合開始 し勤務場所精神薄弱者更正施設

rあらき園」

し対象・定員健康な男性、1名

し申し込み・問い合わせ履歴書

（写真貼付）に必要事項を明記し、

5月16日（金・必着）までに新木

1637あらき園丑(88)4188へ郵送ま

だは持参

”･日曜当番医＝テレホンサービス

｜伊場所市民体育館 〃休日救急歯科診鼠日=休日救急歯科診霞所(市民会館内)9:Ⅱ~11:30

’〃市民画霧館休館(本館は除く）
画一つつじ荘・西部福祉センター休館

g⑤f

’9日（金．必着）まで|こ並木gの学の方

’3の2駒'千l由美子盆(84)3685ヘレ参加費2000円(昼食代含む）
シ対象在宅重度視覚障害者の介

助|こ理解のある方

し申し込み・問い合わせ履歴室

（写真貼付）に必要事項を明記し、

5月23日(金)までに障害福祉課査

(85)1111へ持参

160-5-562972口座名我孫子市卓球

j璽彊へ振り込んでください）

’
’

1

シ曰時・場所5月18日(日)午前

10時開演、湖北地区公民館

し入場料無料・

し問い合わせ観世流市川盆(82）

4336、宝生流小太刀壷(82)3653

陰日時・場所5月8日(木)午前

10時から正午、柏市教育福祉会館

し講師水谷たつ（関宿町家庭教

育指導員）

鯵参加費無料

し問い合わせ明るい社会づくり

事務局壷(34)7271

’

’
し場所・練習日①布佐南近隣セ

ンター･･毎週月曜日②新木近隣セ

ンター･･･毎週金曜日⑧新木近隣セ

ンター･･･毎週月曜日、①②は午前

10時30分から正午、◎は午前10時

から正午

似会費①②月額3000円（入会金

1000円）、③月額2500円（入会金

1000円）

し申し込み・問い合わせ電話で

①②中村a(89)5773、③宮下壷

(88)1091へ

腰日時・場所5月11日(日)午前

10時開演、湖北地区公民館

し入場料無料

し問い合わせ米野壷(88)1243

鋤

１
１

鋤｜
I’

歩日時5月3日(祝)、4日(日）

5日(祝)、いずれも午前10時から

少曰時5月10日(土)、11巳（日）

両日とも午前10時から午後4時

し場所市民プラザ（入場無料）

し問い合わせ折居査(88)7802

我 孫 子 市 民 フ ィ ル
第17回定期演奏会 弓道教室 つくし野･湖北台支所で

昼休みも受付業務を実施

市では行政改革の一環と

して、窓口サービスの向上

を図るために、つくし野・

湖北台支所で昼休み時間も

受付業務を行なっています。

今までより更に便利にな

りましたので、ぜひご利用
ください。

市民課伺（85)1111-■■■■

(財)ﾗ】
国際化

ﾖ際交流ｾﾝﾀー 教育講齢
代の子育てと外国語教育

騒鬚天簔選考会

楽しく遊ぼう（学樹園5日制
関 連行事）

湖北剣友会会員
市民ブラザご利用の皆さんへ
5月12日から駐車場が有料に

我孫子の文化を守る会
第17回文化講演会｢手賀沼の合昔』

Enjoy手賀沼’97
布佐中学校創立50周年
記念式典・祝賀会ちのうきこう

智能気功会員

子育てを楽しむ会

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ

(蝋諾灘）
ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙

ﾌｧｸｽガｲﾄ゙

a(85)1313

圃(85)500（

園(開)6UUI

手賀沼環境 整備
チャリティーコンサート

瀞ﾁ土ｶｯ車球大会
臨時生活指導員

県知事杯争奪囲碁大会
4⑧

⑰火

7水

8木

9金

10土

11⑧

12月

1高火

M水

15木

16金

〃市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館

‘夛－5月13日･15日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

”鳥の博物館休館

‘薮鳥の博物館休館

”不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
”アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00

”健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

‘薮休日救急歯科診凝日=休日救急歯科診溌薪(市民会館内)9:00~11:30

虚交通事故相談＝交通整備課10:00～15:00
〃心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
画市民会館・市民図書館・馬の博物館休館
”つつじ荘・西部福祉センター休館

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
”市民図書館休館
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

〃･5月20日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃市民プラザ休館

【夛税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
5月12日から課税課で予約受付(電話で8:30から）

〃休日当番医＝テレホンサービス
〃休日救急歯科診原日=休日救急歯科診痩所(市民会館内)9:00~11:30

画市民団譲館・つつじ荘・西部福祉センター休館

視覚障害者ガｲドﾍ〃《ー

我孫
第1

子
４

市謡曲連合会
回 発 表

《
室

家庭教育勉強会
｢子どもの能力を伸ばすには」

SB体操会員

我孫子市吟詠 連 盟
第19回吟詠 大 会

将 棋大会

第17回我孫子華道連張展


